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平成 21 年２月期通期の業績予想及び期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 
 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 20 年７月 11 日に公表した平成 21 年２月期（平成 20 年３月１日～平成
21 年２月 28 日）の業績予想及び期末配当予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 
 

記 
 
 
１． 平成 21 年２月期の通期業績予想数値の修正（平成 20 年３月１日～平成 21 年２月 28 日） 

(1) 通期連結業績予想の修正 
（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 75,200 3,930 3,990 1,800 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 77,900 4,870 4,830 2,110 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 2,700 940 840 310 

増 減 率            （％） 3.6 23.9 21.1 17.2 

（ご参考） 
前 期 実 績 （ 平 成 2 0 年 ２ 月 期 ） 

50,085 2,483 2,526 1,316 

    （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）  101 円 93 銭 

（注）当社は前期、決算期を5月31日から２月末日に変更いたしました。なお、平成20年２月期は、平成

19年６月１日から平成20年２月29日の９ヶ月の変則決算になりました。 

 
(2) 通期個別業績予想の修正 

（単位：百万円、％） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 

前 回 発 表 予 想            （Ａ） 75,200 3,910 3,950 1,700 

今 回 修 正 予 想            （Ｂ） 75,400 4,820 4,800 2,110 

増  減  額          （Ｂ－Ａ） 200 910 850 410 

増 減 率            （％） 0.3 23.3 21.5 24.1 

（ご参考） 
前 期 実 績 （ 平 成 2 0 年 ２ 月 期 ） 

50,085 2,466 2,476 1,234 

    （参考）１株当たり予想当期純利益（通期）  101 円 93 銭 

（注）当社は前期、決算期を5月31日から２月末日に変更いたしました。なお、平成20年２月期は、平成

19年６月１日から平成20年２月29日の９ヶ月の変則決算になりました。 



 

(3) 通期業績予想の修正理由 

通期業績予想につきましては、中間業績を踏まえ、連結売上高は 779 億円、連結営業利益 48 億 70

百万円、連結経常利益 48 億 30 百万円、連結当期純利益 21 億 10 百万円にそれぞれ修正いたしまし

た。また、個別業績予想につきましては、売上高 754 億円、営業利益 48 億 20 百万円、経常利益 48 億

円、当期純利益 21 億 10 百万円に修正いたしました。 

平成 20 年 8 月に、株式会社エーエム・ピーエム・関西を子会社といたしました。これに伴い、通期連

結業績予想は売上高等が大幅に増加いたしました。個別の店舗レベルの向上は今後も継続されると思

われますので、当初の予想よりも売上高は堅調に推移する見込みです。食材につきましては今後、価

格上昇は避けられない見通しです。しかし、社内の業務改善活動の効果も上期である程度確認できま

したので、前回の見込みよりは好転すると予想しております。 

 

 

２． 期末配当金予想の修正 

(1) 期末配当予想の修正 

 １株当たり配当金 

基   準   日 期末 年間 

前回発表予想 20 20 

今回修正予想 35 35 

（ご参考） 
前 期 実 績 （ 平 成 2 0 年 ２ 月 期 ） 

20 20 

     

(2) 期末配当予想の修正理由 

当社は、株主及び一般投資家保護の基本原則を充分認識し、経営基盤の確保と株主資本利益率の

向上を図りつつ、安定配当及び株主優待制度を継続するとともに、業績に応じた株主還元を積極的に

行うことを基本方針としております。 

当社といたしましては、平成 18 年 5 月期の１株につき 35 円の配当に一刻もはやく戻したいという強い

意思があり、今回の業績修正に鑑み、期末配当金についても修正することといたしました。 

 

 

（注）上記の予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成しております。 

実際の業績は、今後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以  上 


